
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

新ひのきの杜建設にあたって 

“住まいの場”をどう考えるか？ 

《 建設への想い４ 》 

「ひのきの杜の新築」「ひのきの杜共生の改築」では、短期入所の定員は

増員予定ですが、施設入所支援（入所）の定員は変更ありません。 

 国・県・市の障害福祉計画では、『グループホーム等の充実及び地域生活

支援拠点等の整備と機能の充実』が基本的な方針となっており、施設入所者

数は削減する（あるいは現状維持）とした目標値が設定されているからです 

（新たな第６期計画は令和３～５年度が計画期間となります。）。 

 当会に寄せられる声も、数年前まではグループホーム整備が多かったた

め、平成 28年にひまわりエリアに「グループホームみどり・みかも」を、

平成 30年に日光地区に「グループホーム第三わたすげ」を建設しました。

しかし、ここにきて、再び入所施設を望む声が増えてきたように感じます。 

 利用者（保護者も含め）の高齢化・疾病の慢性化、障害の重度化・重複化

等や、誤解を恐れずに言えばグループホームでの介護の限界に加え、計画相

談支援の定着・充実によって、皆さんの本音が伝わってきたことなどが考え

られますが、いずれにしてもグループホームに加え、今一度、入所施設の整

備・機能の充実を行政にしっかりと訴えなければなりません。 

 施設職員が訴えるだけでなく、入所施設を必要としている利用者、そして

保護者、何より当事者の皆さんの声が行政を動かす力となります。45年前に

入所施設である「すぎのこ学園」を立ち上げたときのように、利用者・保護

者・法人（職員）が一致協力して、利用者が自己選択・自己決定できる多彩

な福祉サービス・施設をこの地域に展開していきましょう。 

すぎのこ会は、これからも皆さんの「想い」を形にしていきます。 
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～  住 ま い の 場  ～ 

【障害者支援施設】 

もくせいの里 

ひのきの杜共生 

ひのきの杜 

【地域密着型特別養護老人ホーム】 

みすぎの郷 

【障害者グループホーム】 

みどり・みかも・第二みかも 

ひまわりホーム 

花水木・第二花水木 

こすもす 

さくらの家・ぶどうの家 

やまとホーム・第二やまとホーム 

わたすげ・第二わたすげ・第三わたすげ

キスゲ 

No .４  

令和２年１２月  

新ひのきの杜 
～ 施設概要（予定）～ 

☆ ひのきの杜  

施設入所支援   ３２名 

短期入所       ７名 

   生活介護     ４０名 

日中一時支援    ５名 

☆ はまなす(仮称：通所)  

   生活介護     １５名 

放課後等デイ(重心) ５名 

☆ 対象者 

   主に身体に障害がある方 

令和３年秋完成予定 
(令和 2年 11月 22日地鎮祭) 
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